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    ●「落合 10万年」落合の地が生まれたのは１０万年前。激しい地殻変動後の氷河時代、浅い海だった海底や渚が関東平野になり周囲のたくさんの火山が噴火し火山灰が降り積もる中、湧水を水源とする妙正寺川が、積もる間もなく灰を海へ流し、川底は海の時代の地層のまま、現在に至ります。人が落合に足跡を残すのはオリエンタル跡の 3万年前の黒曜石のナイフ。海はずっと遠く氷河時代の寒い気候と大型獣の証拠が川の畔江古田植物化石層で見つかっています。●「遺跡が身近にある幸福～落合遺跡」落合遺跡にはじめて住んだのは縄文人。地球は急速に温暖化して海が陸地に侵入し、何千年もの間、落合台地（中井台）は水と緑に恵まれた楽園となっていました。発掘がはじまったのは昭和２９年（１９５４年）、落合二中、落合三小の子どもたちも発掘したり見学をしたそうです。遺跡が地元落合の人々に、郷土への愛と誇りを与えてくれているのです。目白学園ミニ博物館では学園が休みのときをのぞいて落合遺跡展示を見ることができます。●「一億年の夢」フタバスズキリュウが生きた 8900万年前、化石の出たいわき市の地は当時中国大陸の東縁の海辺で、海だった落合は南隣りでした。恐竜、海竜が滅んだ後日本海ができて日本列島になり始めたのは 2500万年前のこと。 

落合 10万年～１億年の夢 フタバスズキリュウ 縄文土器泉を汲めりいわし雲  瀧春一 落合公園にあるこの句碑は中井台にある落合遺跡を見上げているようです 落合遺跡人は奈良時代になると、東北の地に移住しました。仙台市郡山遺跡では落合の土で作った器「落合型坏」が出ています。その後宮城県北部、渡り鳥で有名な伊豆沼のあたりに定住したのです。 


